
６
月
議
会
で
は
、
専
決
処
分
の
承

認
、
新
河
岸
駅
周
辺
・
東
田
町
の
地

区
計
画
、
西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い

拠
点
施
設
に
関
わ
る
県
と
の
協
定
、

補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
日
本

共
産
党
は
４
人
が
質
疑
し
ま
し
た
。

議
長
、
副
議
長
が
辞
任
し
た
た
め

正
副
議
長
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
議

長
に
小
野
澤
康
弘
議
員
、
副
議
長
に

関
口
勇
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
が
任
期
満
了
に
な

り
、
日
本
共
産
党
か
ら
は
柿
田
有
一

議
員
が
再
任
し
ま
し
た
。
み
ん
な
の

党
会
派
が
解
消
し
た
こ
と
で
議
会
運

営
委
員
の
定
数
は

10に
な
り
ま
し
た
。

前
副
市
長
が
辞
任
し
１
名
と
な
っ

て
い
た
副
市
長
に
、
政
策
財
政
部
長

で
あ
る
風
間
清
司
氏
を
選
任
す
る
同

意
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。
（
退
席
者
有
り
）

埼
玉
弁
護
士
会
川
越
支
部
か
ら
提

出
さ
れ
て
い
た
「
弁
護
士
人
口
激
増

問
題
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い

て
の
請
願
書
」
は
、
日
本
共
産
党
を

含
む
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
、
国
等

に
対
す
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
（
無
所
属
の
２
名
が
反
対
）

今
回
の
議
会
で
は
、
市
長
の
不
適

切
な
発
言
な
ど
で
議
会
が
空
転
し
、

一
般
質
問
の
日
程
が
変
更
に
な
る
な

ど
の
問
題
も
お
き
ま
し
た
。

市
長
の
特
別
秘
書
の
辞
任
や
新
副

市
長
の
選
任
が
あ
り
、
議
会
側
も
新

し
い
議
長
の
も
と
で
、
今
後
市
長
と

議
会
と
の
関
係
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
な
う
専

決
処
分
の
な
か
で
、
固
定
資
産
税
な

ど
に
関
す
る
負
担
増
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
影
響
額
は
都
市
計
画
税
と
合

わ
せ
て
７
７
０
０
万
円
で
、
６
月
議

会
で
提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
よ
り
も

大
き
な
額
で
す
。
市
民
の
苦
し
い
生

活
を
理
解
し
た
対
応
が
必
要
で
す
。

私
は
、
新
河
岸
駅
周
辺
地
区
と
東

田
町
地
区
（
日
清
紡
跡
地
）
を
川
越

地
区
計
画
区
域
内
の
建
築
物
の
制
限

に
関
す
る
条
例
に
加
え
る
た
め
の
一

部
改
正
議
案
を
た
だ
し
ま
し
た
。
新

河
岸
駅
周
辺
地
区
は
、
４
年
間
に
渡

り
約
５
０
０
名
の
地
権
者
へ
く
り
返

し
説
明
が
さ
れ
、
ほ
ぼ
全
員
の
合
意

が
得
ら
れ
た
と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
負
担

96億
円
余
（
限
度
額
）
と

な
る
、
「
西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い

拠
点
施
設
の
建
設
に
関
す
る
協
定
に

つ
い
て
」
質
疑
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
大
規
模
事
業
の
規
模
縮
小
な
ど
質

問
。
今
回
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
よ
う
な
入
札
発
注
に
な
る

の
か
た
だ
し
ま
し
た
。

私
は
、

24年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
予
算
は
、
５
４
２
８

万
円
余
り
と
少
額
。
し
か
し
、
県
の

緊
急
雇
用
創
出
基
金
の
活
用
に
よ
り
、

市
中
央
図
書
館
の
美
化
事
業
な
ど
雇

用
創
出
を
図
る
内
容
は
重
要
で
す
。

党
議
員
団
は
積
極
的
に
基
金
の
活
用

を
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

発 行：日本共産党川越市議会議員団

連絡先：川越市役所内日本共産党控室
２２４－８８１１（内線３６３６）
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※生活相談を随時、受付ています。

と
き
：
８
月

26日
(
日
)
午
前

10時
～

12時

と
こ
ろ
：
新
宿
１
丁
目
・
雀
の
森
会
館
（
川
越
駅
西
口
～
徒
歩

10分
）

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
（
無
料
）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

に
お
け
る
住
宅
用
地
の
負
担
調

整
措
置
に
つ
い
て
、
据
置
特
例

を
段
階
的
に
縮
小
・
廃
止
す
る

こ
と
で
市
民
へ
の
負
担
増
と
な

る
こ
と
か
ら
、
日
本
共
産
党
議

員
団
は
専
決
処
分
の
承
認
に
つ

い
て
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

住
宅
用
地
な
ど
軽
減
さ
れ
て

い
た
も
の
が
、
こ
れ
を
段
階
的

に
廃
止
す
る
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成

24・

25年
度
は
経

過
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成

26年
度
に
は
こ
の
措
置
が
廃
止

さ
れ
、
そ
の
影
響
は
甚
大
で
す
。

ま
た
、
川
越
市
は
こ
の
間
、

都
市
計
画
税
の
減
税
を
廃
止
し

て
お
り
、
対
象
者
は
相
次
ぐ
負

担
増
で
す
。

本
来
、
税
は
負
担
能
力
に
応

じ
て
か
け
る
原
則
が
あ
り
ま
す
。

税
負
担
の
原
則
に
逆
行
す
る
も

の
で
あ
り
、
課
税
の
あ
り
方
を

根
本
的
に
見
直
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

市民の目線で論戦
日本共産党川越市議団

日本共産党川越市議会議員団 市議会報告 (1)

固
定
資
産
税
の
負
担
軽
減
廃

止
で
増
税

６月市議会は１日から22日の会期で開かれ、市長提案の10議案

などを可決。日本共産党は、専決処分の承認（固定資産税等の負

担調整の据置特例の廃止など）について新たな住民負担をともな

うことから反対、その他の議案については賛成しました。

２
０
０
２
年
、
当
時
年
間
１
千
人

程
度
だ
っ
た
司
法
試
験
の
合
格
者
を

２
０
１
０
年
頃
ま
で
に
３
千
人
程
度

と
す
る
閣
議
決
定
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
２
０
０
７
年
度
に
合
格
者
数

が
２
千
人
を
超
え
て
以
降
、
司
法
修

習
を
終
え
た
新
人
弁
護
士
の
な
か
に

は
法
律
事
務
所
に
就
職
で
き
な
い
人

が
出
た
り
、
個
々
の
弁
護
士
間
に
知

識
・
技
能
等
の
格
差
が
生
ま
れ
、
不

適
切
な
助
言
や
事
件
処
理
で
市
民
が

被
害
を
受
け
る
危
惧
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

埼
玉
弁
護
士
会
川
越
支
部
か
ら
請
願

が
提
出
さ
れ
、
日
本
共
産
党
の
本
山

修
一
議
員
を
含
む
３
会
派
の
議
員
が

紹
介
議
員
に
な
り
、
審
議
の
結
果
、

請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
多
様
な
意
見
を
社
会
に
反

映
さ
せ
る
の
も
議
員
の
役
割
で
す
。

本山 修一議員

文化教育常任委員会

かきた有一議員

総務財政常任委員会

川口ともこ議員

保健福祉常任委員会

こんの英子議員

産業建設常任委員会

市
長
の
側

近
相
次
ぐ

辞
任

提
出
議
案
を

市
民
目
線
で
検
証

川越駅

国道16号

雀の森会館

弁
護

士
人

口
激

増
問

題
＝

請
願

採
択
＝

党
議
員

４
人
が

質
疑

２０１２年
７、８月号市議会報告
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世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
本
市
に

住
所
が
あ
る

75歳
以
上
の
高
齢
者
が

31日

以
上
入
院
し
た
場
合
、
１
万
５
千
円
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
議
会
質

疑
や
予
算
要
望
し
て
い
た
も
の
で
す
。

高
齢
者
の
肺
炎
に
よ
る
死
亡
、
重
症
化
を

予
防
す
る
た
め
、

75歳
以
上
の
高
齢
者
に
対

し
て
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用

（
通
常
８
千
円
）
の
う
ち
１
回
３
千
円
を
助

成
。
日
本
共
産
党
も
要
望
し
て
い
ま
し
た
。

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
お
元
気
で

す
か
。
６
月
議
会
で
は
、
子
育
て
支
援

と
高
階
北
老
人
憩
い
の
家
に
つ
い
て
一

般
質
問
し
ま
し
た
。

私
は
、
新
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
を
と

り
上
げ
、
児
童
福
祉
法

24条
で
明
記
さ

れ
て
い
る
公
的
保
育
の
実
施
責
任
に
つ

い
て
、
政
府
が
削
除
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
や
保
護
者
と
施
設
が
直
接
契
約

を
行
う
こ
と
、
『
保
育
の
市
場
化
』
な

ど
、
保
育
の
規
制
緩
和
が
進
め
ら
れ
る

と
指
摘
し
、
現
段
階
で
の
新
シ
ス
テ
ム

に
対
す
る
市
の
認
識
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

福
祉
部
長
は
、
「
本
市
と
し
て
も
、

入
園
や
子
育
て
に
関
す
る
相
談
部
門
の

強
化
や
、
国
、
地
方
等
の
負

担
の
あ
り
方
、
財
源
確
保
の
問

題
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
給
付

事
業
の
提
供
の
仕
組
み
な
ど
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
。
現
状
で
は
、
新
シ

ス
テ
ム
の
具
体
的
制
度
設
計
が
ま
だ
示

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
流
動
的
な
要
素

も
あ
り
、

今
後
の
国

の
動
向
を

見
据
え
て

対
応
し
て

い
く
」
と

答
え
ま
し

た
。

芸
能
人
の
親
族
が
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
の

異
様
な
報
道
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
は
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
で
あ
り
、
親
族
な
ど
の
援
助
が
受
け

ら
れ
な
く
て
も
全
て
の
人
の
生
活
を
保

障
す
る
た
め
、
扶
養
義
務
は
生
活
保
護

の
要
件
と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
憲
法
で

は
社
会
保
障
の
充
実
を
国
の
責
務
と
し

て
い
ま
す
。
住
民
の
立
場
で
の
社
会

保
障
の
運
用
こ
そ
必
要
で
す
。

生
活
保
護
の
現
場
で
は
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
若
い

職
員
が
多
く
、
ベ
テ
ラ
ン

を
増
や
し
て
は
と
指
摘
、

市
も
必
要
性
を
認
識
し

て
い
る
と
答
え
ま
し
た
。

働
け
る
世
帯
に
対
し
、
昨
年
度
は
就

労
支
援
相
談
員
の
支
援
で

82名
が
就
職
、

31世
帯
が
保
護
廃
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
相
談
員
を
４
名
に
増
員
し
、

「
無
料
職
業
紹
介
」
「
就
労
意
欲
喚
起

支
援
」
が
７
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

い
ま
、
子
ど
も
達
の
放

課
後
を
考
え
た
と
き
、
少
子

化
で
近
く
に
子
ど
も
が
い
な
か
っ

た
り
、
習
い
事
を
し
て
い
た
り
、
学

校
週
５
日
制
で
帰
り
が
遅
く
近
所
の
公

園
は
閑
散
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
は
、
子
ど
も
達
の
放
課
後
が
今

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
、
学

校
施
設
の
体
育
館
な
ど
を
活
用
し
週
１

回
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
で

き
な
い
か
提
案
し
ま
し
た
。

教
育
長
は
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
人
々
の
社

会
貢
献
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
に
と
っ
て
も
よ
り
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
一
方
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
と

場
所
、
財
源
の
確
保
な
ど
が
課
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
委
員

会
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
は
老
朽
化
し
た
藤
間

･
吉
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
え

（
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
で
行
う
か
検
討
し
て
い
ま
す
。
同

議
員
の
質
問
に
対
し
、
学
校
教
育
部
長

は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
事
例
で
は
、
市
の
栄

養
士
が
作
成
し
た
献
立
・
調
理
方
法
な

ど
に
基
づ
き
事
業
者
が
調
理
を
実
施
、

洗
浄
、
配
送
を
行
い
ま
す
。
市
か
ら
の

指
示
を
業
務
従
事
者
に
遺
漏
な
く
伝
え

実
行
す
る
事
を
要
求

水
準
書
に
記

載
し

実
効
性
を
担
保
す
る
と
答
弁
。
同
議
員

は
業
務
委

託
し
て
い
る
民
間
事
業
者
に

市
の
栄
養
士
が
献
立
・
調
理
方
法
を
遺

漏
な
く
伝
え
指
示
す
る
こ
と
は

86年
労

働
省

告
示

第

37号
に

照
ら
せ

ば
偽

装
請

負
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
市
教
委
に

見
解
を
求
め
ま
し
た
。
同
部
長
は

｢
他

の
事
例
を
確
認
し
、

十
分
検
討
し
て
対

応
し
た
い
｣
と
答
え
ま
し
た
。

日本共産党の
一般質問

地
域
・
学
校
・
家
庭
の
連
携
で
子
ど
も
教
室
を
！

～
川
口
と
も
こ
議
員
～

必
要
な
と
き
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
生
活
保
護
制
度
に

～
か
き
た
有
一
議
員
～

子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
は
問
題
！

～
こ
ん
の
英
子
議
員
～

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
偽
装
請
負
？

～
本
山
修
一
議
員
～

放射性物質測定器を調査

（菅間学校給食センター）

後
期
高
齢
者
入
院
時
見
舞

金
支
給
…

10月
か
ら

高
齢
者
肺
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市が農家を調査し、小江戸川越

観光協会が作成した庭先販売マッ

プ「川越プチマルシェ」が完成。

党議員団が提案していました。

６月25日埼玉県が市と建設工事協

定を締結し、翌26日５つの入札公告

がおこなわれ、今年度中に着工予定。

積極的提案で市政を改革

大東市民センターの周辺整備につ

いて一般質問しました。オープン予

定の平成26年５月頃までに道路など

の周辺対策を急ぐよう質問しました。
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西部地域振興ふれあい拠点施設


